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{目的]高齢者の肺炎治療に対する肺理

学療法の意義をretrospecti ve に検討し、そ
の臨床像を解析した。

[対象・方法]対象は2001年4月1日より
2002年3月31日の問、札幌徳洲会病院にて
治療を行った高齢者 (70歳以上)の肺炎患
者で肺理学療法を行った12名である。年令
75~97歳(中央値82.5歳) 、男女比 8:4で
あった。発症様式は一次発症 :自宅等院外で

発症したものが6例、 二次発症:当院入院後
に発症したものが6例であった。呼吸器学会
ガイドラインによる肺炎の重症度は中等症1
例、重症11例であったが、全例70歳以上の
入院例であるので、 重症度を一段階重く判定

されている。起炎菌は不明のものが7例と最
も多く 、MRSAが2例、 Haemophilus
infl uenzae. Streptcoccus pneumoniae. 
Klebsiela pneumoniaeが各々l例であっ
た。肺理学療法は肺炎治療開始後比較的早期

に開始し、エア・エントリーの改善と気道内

分泌物の略出促進を主たる目標とし、胸郭モ

ピライゼーションならびlこsqueezing 呼気
介助)などの手技を中心に施行した。肺理学

療法の終止時期については、自害疲量の減少、

SpU2の改善等を最終目標として、主治医と
PTにより決定した。なお、同期間に肺理学

療法を受けた肺炎患者の総数は35名であっ
た。

[結果] 12名の患者の予後は生存退院が4
例、死亡例が5例、 3例が2002年6月末の時
点、で入院中であった。死亡原因については、

2例が原疾患(肺炎)の悪化によるものがで
あり、 l例は一時軽快した原疾患(肺炎)の

再燃によるものであった。残り2例は他の要
因による死亡であった。肺理学療法の施行期

間は1O~58(32ニ中央値)日であり、そのう

ち当初の目標を達成した成功例は7例(58%)
であった。2002年6月末の時点で、全患者の
在院日数は12'"206(86)日であった。死亡患
者の在院日数は12'"206(54)日であったが、
生存患者の在院日数は21'"170(120)目、と
りわけこの時点で、の生存在院患者は121'" 
157(127)日とかなりの長期にわたってい
た。抗生物質の投与については、使用薬剤・

使用期間等に特定の傾向は見られなかった。

[結論]①高齢者肺炎患者の入院期間は

かなりの長期間になる傾向がある。②少なか

らず肺理学療法が有効であった症例が存在し

たと思われるが、その有用性を定量的に表す

ことは困難であった。③慢性期・安定期での

肺理学療法の効果については実感するところ

があったが、 急性期での導入についてはさら

に検討を要すると思われた。

[考案] 12例という少数の症例の中にも
種々の病態の肺炎が含まれており、 一概に結

論付けることは困難であったが、少なからず

肺理学療法が有効であった症例が存在した。

ただし、予後改善や入院期間短縮に寄与して

いるかどうかは証明し得なかった。高齢者の

肺炎患者の中には肺理学療法の適応となるも

のが存在するが、その導入基準を検討する必

要があると考える。




